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研究成果の概要（和文）：社会・文化の理解を踏まえた映画分析の調査として、フィリピン、タイ、インドネシ
アの映画作品リストを作成し、研究会での議論を通じて5本を選び、信仰規範、階層格差、歴史認識の3つの角度
から分析した。研究分担者および研究協力者による研究会を通じて、東南アジア諸国について、国ごとの映画
史、主要な映画監督・作品、映像・上映技術の変遷などの観点から検討を行い、「東南アジア映画」という括り
方の意義およびその内容について検討するとともに、研究成果の出版のための準備を進めた。

研究成果の概要（英文）：As a survey of film analysis based on social and cultural understanding, 
five films each from the Philippines, Thailand and Indonesia were selected and analysed from three 
angles: belief norms, class disparities and historical perceptions. Through discussions in the 
project, the significance and content of the bundling of ‘Southeast Asian cinema’ was examined 
from the perspectives of film history, major film directors and productions, and changes in filming 
and screening techniques in each country.

研究分野：地域研究

キーワード： 東南アジア　映画　物語文化圏　越境　混血

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
社会と文化に通じた地域研究者と、映画史に通じた映画研究者との共同作業により、映画を通じて東南アジアの
社会が直面する課題、および東南アジアに暮らす人びとがその課題をどのように受け止めて取り組もうとしてい
るかを理解することができる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 

東南アジア諸国において、映画はかつて国民的な大衆メディアだった。1980 年代末

から著しい地位低下を経験したが、国によって若干の時間差があるものの、2000 年頃

から再び国民的な大衆メディアの地位を得て今日に至っている。東南アジア諸国の映画

制作が 2000 年前後に V 字型の回復を見せたことは、東南アジア諸国が 1997 年～1998

年に金融・経済危機を契機に政変や政治・経済の自由化を経験し、その結果として近年

の急速な経済成長と都市化を迎えていることと時を同じくしている。映画が再び国民的

な大衆メディアの地位を得たことにより、多数の観客を動員できないとしても社会の課

題に切り込む問題意識を持って制作される映画に加え、より多数の観客の動員を目指す

ことで、国民の意識的または無意識的な欲求を満たそうとしつつ、そこに今日の社会が

抱える諸問題も何らかの形で反映されるような映画が作られている。 

急速な経済成長と都市化が進む今日の東南アジア諸国は、①民主化・自由化に伴って

伝統的な父権が弱体化する一方で、親（特に母親）が首都や海外に長期に出稼ぎ労働に

出ることによる家族関係の変容（家族と社会）、②新自由主義の進展に伴う格差の顕在

化と拡大を踏まえ、民族的・地域的に多様な人々の間で公正な配分はどのように実現し、

もし実現していない場合にはどのようにして解決がなされるか（公正と正義）、③自然

災害や紛争・テロなどによって身近な人の不慮の喪失を経験した人々がどのようにして

喪失感を受け止めて生活を営んでいくのか（信仰と赦し）という 3つの課題を抱えてい

る。これらの課題を人々がどのように表現し、それを人々がどのように受け止めている

かを、映画を素材として明らかにするのが本研究の課題である。 

 
２．研究の目的 

東南アジアにおいて、映画を媒介にして作り手と受け手がどのような意味のやり取り

をしているかを理解するには、現地の社会や社会に対する理解が欠かせない。その一方

で、映画という表現形態は特定の国家に限定されるものではなく、世界各地で積み重ね

られてきた映画表現を踏まえて制作されるため、作品を分析し解釈するためには国内外

の映画史に対する理解も欠かせない。したがって、東南アジアの映画を通じて社会の問

題を研究するためには、社会と文化に通じた地域研究者と、映画史に通じた映画研究者

の共同作業が不可欠である。 

アジア映画（とりわけ東南アジア映画）は、現地社会についての背景知識が十分でな

いことなどから、映画史研究では作品の内容に踏み込まれず、「マジックリアリズム」

や「シュール」などの言葉で紹介されることも少なくない。これに対し、近年、本研究

の研究代表者や研究分担者をはじめとする地域研究者により、現地事情を踏まえると整

合性のある理解が可能であるというアジア映画の読み解きが試みられてきた。ただし、

地域研究者による映画の読み解きは個別の作品に対して行われ、現地社会の理解に関心

があることから、それらの作品の映画史上の位置づけについては十分に関心が払われて

こなかった。 

本研究は、映画史研究と地域研究の共同研究により、現地事情を踏まえた東南アジア

映画の読み解きを試みるとともに、それを現地の事情通による「職人芸」にとどめず、

映画史研究の枠組みで活用できる「文法」に昇華させて提示する方法論を示そうとする

点に学問的な独自性と創造性がある。 



また、映像資料を素材とした社会問題の研究ではドキュメンタリーが活用されること

が多いが、本研究はフィクションである劇映画を活用し、そこに表現される人々の欲求

と社会の課題を読み解き、その方法論を提示する。これは、映画を通じて「国民的な物

語」の生成と普及を論じることである。「国民的な物語」の生成と普及に関して、B.アン

ダーソンは活字出版物を通じた「国民＝想像の共同体」の形成を論じた。アンダーソン

の議論は、活字出版物の発明と普及によって、人は生涯に直接出会うことがない人を含

む運命共同体を想像することが可能になったとするもので、東南アジアのような多言語

社会で国民に共通の言語がなく、しかも識字率が高くない国については十分に説明でき

ない。本研究は、アンダーソンの「国民＝想像の共同体」という議論を踏まえつつ、そ

れを支えるメディアとして文字資料ではなく映像資料の積極的な役割に目を向けてい

る。 

 
３．研究の方法 

扱う対象を 1999～2018年とし、フィリピン、インドネシア、タイの 3国について、

地元で制作された映画の毎年の作品リストをもとに、研究会での議論を通じて研究対象

とする作品を選ぶ。フィリピン、インドネシア、タイの映画研究者。映画制作者を交え

たディスカッションを通じて、①家族と社会、②公正と正義、③信仰と赦しの 3つの課

題が作品にどのように表現されているかを検討する。 

 

４．研究成果 

社会・文化の理解を踏まえた映画分析の調査として、前年度までに作成したフィリピン、タイ、

インドネシアの映画作品リストをもとに、研究会での議論を通じて 5本を選び、信仰規範、階層

格差、歴史認識の 3 つの角度から分析した。研究分担者および研究協力者による研究会を通じ

て、東南アジア諸国について、国ごとの映画史、主要な映画監督・作品、映像・上映技術の変遷

などの観点から検討を行い、「東南アジア映画」という括り方の意義およびその内容について検

討するとともに、研究成果の出版のための準備を進めた。 
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